
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成26年12月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,587戸（－11）人　口　12,461人（－36）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,981人（－14）
女　6,480人（－22）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 荒谷　哲也（円城）、河本　省二（美原）

円城支部

　10月15日、円城支部の愛育委員と栄養委員が一緒にユー
トピア円城（小規模多機能型居宅介護施設）を訪問しました。
栄養委員の考えたレシピをもとに、愛育委員・栄養委員・ユー
トピア円城の職員でおやつを作り、通所者の皆さんと一緒に
食べながら、楽しくおしゃべりをしました。
　この日は「芋ようかん」を作りましたが「やわらかくて甘さ
もちょうど良い」と皆さん喜んでくださいました。

  材　料   作り方
①Aをボウルなどでよく混ぜておく。
②春菊をさっとゆで、水にとり食べやすい大きさに切

る。
③油揚げはオーブントースターなどで少し焼き色がつ

く程度に焼き縦３枚に切ってから短冊に切る。
④①のボウルに硬く水気を絞った②の春菊を入れて

さっと和えてから油切をしたツナ缶と③の油揚げを
入れて混ぜる。

春菊と油揚げの胡麻あえ（2人分）

春菊………………………………………………１束
油揚げ……………………………………………1枚
ツナ缶………………………………………1／2缶
　　すりごま（黒）…………………………  大さじ２
　　めんつゆ（２倍濃縮）…………………  大さじ2
　　砂糖…………………………………… 大さじ1

料理名

エネルギー：194kcal　たんぱく質：10.2ｇ　カルシウム：239mg　食塩：1.1ｇ

円城栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜
春　菊

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊油揚げは焼いてすぐ切るより少し冷めてから切った方が切りやすいです。

春菊は、ゆでることでたくさん食べることができます。
　少し癖のある野菜ですが、ぜひ試してみてください。
★春菊の栄養
＊栄養価の高い緑黄色野菜の一つです。

特にカロテンの含有量は、ほうれん草以上と言われています。
また、カロテンは、抵抗力をつけて風邪などの感染症を予防する作用があります。
独特の香りは、食欲増進、胃のもたれの解消、消化促進などの働きがあります。

愛育委員会活動報告

Ａ
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2015

vol.123
１
vol.123

主な記事
・P02～特集：新年のごあいさつ
・P08～役場からのお知らせ
・P14～インフォメーション

家族でひつじ年！明るい家族で輝くわが町！
今年も平和で穏やかな良い年でありますように！！

片
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山
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雄
ゆう
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き

さん ・杏
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里
り

さん・想
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お
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建
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太
た
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仁
ひと

さん

有あ
り

安や
す

重じ
ゅ
う

吉き
ち

さ
ん 

・ 

サ
カ
ヱ
さ
ん

山や
ま

﨑さ
き

弘こ
う

一い
ち

さ
ん
・
裕ひ
ろ

子こ

さ
ん
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年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
課
題
は

山
積
す
る
も
の
の
、
昨
年
は
概
ね
順
調
に
町
政
運
営
が

で
き
ま
し
た
事
を
ま
ず
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
よ
き
伝
統
は
引
き
続
き
発
展
さ
せ
な
が
ら
ふ
る
さ

と
を
未
来
に
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
町
づ
く
り
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
住
み
た
い
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
希
望
あ
る
町
づ
く
り
に
渾
身

の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
国
内
に
お

い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
が
た
と
う
と
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
復
旧
復
興
や
原
子
力
発
電

所
の
事
故
の
収
束
、
放
射
能
の
除
染
な
ど
が
、
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
中
、
異
常
気
象
と
も
い
え
る
集
中
豪
雨

が
多
発
し
、
広
島
県
安
佐
南
区
で
は
大
規
模
な
土
砂
災

害
が
発
生
し
、
数
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
予
想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
御
嶽
山
の
突
然
の

噴
火
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
11
月
に
は
長
野
県
北
部
を
中
心
に
震

度
６
弱
の
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
災
害
が
い
つ
何
時
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
な

い
状
況
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
防
災
体
制
の
強
化
充
実

の
必
要
性
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
経
済
に
目
を
向
け

れ
ば
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
異
次
元
の
金
融
緩
和
や
財

政
出
動
に
よ
り
、
日
経
平
均
株
価
を
見
る
と
上
昇
は
し

た
も
の
の
、
昨
年
4
月
に
消
費
税
の
８
％
へ
の
引
き
上

げ
や
円
安
の
影
響
で
物
価
上
昇
に
実
質
賃
金
が
追
い
つ

　
　
　

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
10
月
23
日
開
催
の
議
会
臨
時
会
で
新
し

く
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
新
し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
発
足
10
周
年
を
迎
え
た
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
10
周
年
記
念
式
典
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
数
多
く
の
行
事
を
計
画
し
て
、
順
次
開
催
で
き
て

い
ま
す
し
（
ぐ
る
っ
と
ツ
ー
ル
・
ド
・
吉
備
中
央
（
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会
）
は
雨
天
中
止
）、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の「
へ
そ
っ
ぴ
ー
」の
誕
生
、

新
設
中
学
校
の
開
校
、
町
営
の
太
陽
光
発
電
所
の
設
置

決
定
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
米
作
り
農
家

の
応
援
事
業
の
立
ち
上
げ
、
加
茂
川
中
学
校
跡
地
へ
の

大
手
企
業
（
フ
ジ
パ
ン
株
式
会
社
）
の
工
場
誘
致
、
町

立
図
書
館
の
充
実
な
ど
明
る
い
話
題
の
多
い
年
で
し
た
。

　

一
方
、
国
政
は
消
費
税
８
％
へ
の
値
上
げ
、
円
安
ド

ル
高
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
物
価
の
上
昇
、
少
子

高
齢
化
と
人
口
の
減
少
社
会
の
到
来
、
地
方
自
治
体
消

滅
の
恐
れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
水
稲
の
減
反
制
度
の
廃

止
決
定
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）

の
う
ち
農
業
分
野
で
の
交
渉
の
行
き
詰
ま
り
、
米
価
の

急
落
な
ど
、
消
費
再
増
税
は
平
成
29
年
４
月
ま
で
に
延

期
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
に
と
っ
て
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も

多
い
年
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
安
倍
内
閣
は
11
月
21
日
衆

議
院
を
解
散
し
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

か
ず
、
実
質
賃
金
は
減
少
す
る
な
ど
、
景
気
の
腰
倒
れ

へ
の
不
安
も
根
強
く
、
実
感
で
き
る
景
気
回
復
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
の
10
月
で
、
平
成
の
大
合
併
で
吉
備
中
央
町
が

誕
生
し
て
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
た
な
10

年
に
向
け
て
の
輝
か
し
い
第
一
歩
の
年
と
な
り
ま
す
。

心
新
た
に
町
民
の
方
々
と
共
に
希
望
あ
る
明
る
い
町
づ

く
り
に
ま
い
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、我
が
国
の
人
口
は
減
少
期
に
あ
り
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
年
々
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
は
地
域

力
の
低
下
に
繋
が
り
、
自
治
体
と
し
て
の
根
幹
を
揺
る

が
す
こ
と
か
ら
、
町
で
は
全
て
の
事
業
を
定
住
対
策
と

位
置
づ
け
、
定
住
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

子
育
て
世
代
の
定
住
が
進
む
よ
う
、
保
育
料
の
軽
減
、

高
校
生
の
通
学
助
成
、
教
育
、
子
育
て
、
健
康
対
策
な

ど
の
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
層
こ
れ
ら
の
施
策
を
拡
充
し
、
雇
用
の
創
出
と

し
て
企
業
誘
致
や
新
規
定
住
者
の
促
進
等
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
と
共
に
考
え
協
力
し

合
い
、
明
る
く
元
気
な
町
を
つ
く
る
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
力
添
え
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
２
０
１
５
年
が
吉
備
中
央
町
に
と

り
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
夢
と

希
望
に
満
ち
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

政
局
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
昨
年
、
政
府
は
地
方
創
生
担
当
大
臣
を
指
名
す
る

な
ど
、
地
方
創
生
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で

す
が
、
現
在
の
内
容
で
は
末
端
の
自
治
体
に
恩
恵
が
あ

る
の
は
相
当
先
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
と
き
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
町
の
将
来
に
明
る

い
希
望
は
持
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
米
の
安
価

は
今
以
上
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
水
稲
栽
培
農
家
は
非
常
に
苦
し
い
立
場
に

な
り
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
は
目
に
見
え
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

幸
い
昨
今
の
米
作
り
農
家
応
援
事
業
で
送
っ
た
米
は
非

常
に
お
い
し
い
と
の
評
判
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
を
ま
す
ま
す
充
実
す
る
と
と
も
に
、
大
都
会
の

消
費
者
へ
直
売
す
る
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
町
民
・
執
行
部
・
議
会
一
体
で
取
り
組
む

と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
町
の
発
展
の
た
め
一
生
懸
命
頑
張
る
こ

と
を
約
束
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉備中央町長

山　本　雅　則
吉備中央町議会議長

熱　田　康　治

新あ

新年のごあいさつ

あけまして
おめでとうございます
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満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
小
綬
章
を
受
賞

広
島
国
税
局
長
納
税
表
彰

小
学
校
陸
上
記
録
会

大
和
小
学
校
頑
張
る
学
校

�

応
援
事
業
優
良
実
践
校

　

平
成
26
年
秋
の
叙
勲
に
お

い
て
、
重し

げ

森も
り

計か
ず

己み

さ
ん
（
吉

川
）
が
旭
日
小
綬
章
（
地
方

自
治
功
労
）
を
受
章
さ
れ
、

11
月
６
日
、
県
庁
に
お
い
て

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

重
森
さ
ん
は
、
昭
和
62
年

２
月
か
ら
平
成
10
年
10
月
ま

で
賀
陽
町
議
会
議
員
と
し
て

在
職
。
こ
の
間
、
総
務
委
員

会
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
平
成
11
年
２
月
に
賀
陽
町
長
に
当
選
以
来
、
平

成
16
年
９
月
ま
で
賀
陽
町
長
と
し
て
、
合
併
後
は
初
代
吉
備

中
央
町
長
と
し
て
平
成
24
年
10
月
ま
で
の
間
、
４
期
13
年
に

わ
た
っ
て
在
職
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
、
広
域
交
通
網
の
整
備
、

教
育
環
境
の
充
実
、
吉
備
高
原
都
市
の
整
備
促
進
等
、
町
政

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
７
日
、
中な

か

野の

進す
す
む

さ
ん
（
上
竹
）
が
広
島
国
税
局
長
納

税
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
、
青
色
申
告
会
な
ど
の
団
体
役

員
と
し
て
、
率
先
し
て
申
告
納
税
制
度
や
税
知
識
の
普
及
啓

発
に
功
績
が
あ
っ
た
方
に
対
し
て
広
島
国
税
局
長
か
ら
表
彰

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

総
合
衣
料
品
小
売
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
中
野
さ
ん
は
、

平
成
22
年
８
月
か
ら
岡
山
西
青
色
申
告
会
会
長
に
就
任
。

　

そ
の
後
も
、
岡
山
県
青
色
申
告
会
連
合
会
副
会
長
、
中
国

青
色
申
告
会
連
合
会
理
事
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ

た
る
活
動
が
、
青
色
申
告
会
の
発
展
、
納
税
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
が
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
和
中
学
校
が
、
岡
山
県
が
実
施
す
る
頑
張
る
学
校
応
援

事
業
優
良
実
践
校
の
指
定
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
公
立
小
、
中
学
校
を
対
象
に
、
学
校
が

抱
え
る
教
育
課
題
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て

い
る
20
小
学
校
、
10
中
学
校
を
選
定
し
、
応
援
費
を
岡
山
県

か
ら
交
付
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
教
育
の
発
展
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
に
本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

同
校
は
、
学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
知
識
・
理
解

及
び
技
能
の
習
得
を
目
指
す
算
数
科
の
授
業
づ
く
り
や
、
基

礎
・
基
本
の
定
着
を
目
指
す
朝
学
習
、
活
用
力
を
伸
ば
す
補

助
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
習
慣
を
育
て
る

家
庭
学
習
の
手
引
き
を
作

成
。
校
外
で
も
公
民
館
と

連
携
し
た
放
課
後
学
習
教

室
・
子
ど
も
教
室
が
行
わ

れ
、
全
児
童
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

生
活
面
・
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
で
は
、
歯
の

健
康
児
童
集
会
や
学
校
保

健
委
員
会
（
親
育
ち
学
習

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
積

極
的
に
参
加
。
虫
歯
の
治

療
率
１
０
０
％
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
や
家

庭
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
課
題
解
決
へ
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
優
良
実

践
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

植う
え

田だ

ツ
タ
ヱ
さ
ん（
上
田
東
）

が
11
月
12
日
に
満
百
歳
を
迎
え

ら
れ
、
入
所
さ
れ
て
い
る
老
人

保
健
施
設
ル
ミ
エ
ー
ル
で
百
歳

の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
ご
家
族
が
見

守
る
中
、
県
、
町
、
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
記
念
品
や
祝
金
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

植
田
さ
ん
は
、
案
田
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
21
歳
で
ご
結

婚
さ
れ
、
農
業
を
し
な
が
ら
６
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
に
植
田
さ
ん
は
「
頑
張
る
こ
と
、
た
だ
生
き

て
い
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
も
楽

し
め
る
こ
と
を
見
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
さ
れ
、

普
段
は
、
国
会
中
継
を
見
た
り
、
計
算
や
漢
字
な
ど
の
頭
の

体
操
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
ま
す
ま
す
の
ご
長
寿
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

10
月
16
日
、
か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
吉
備
中
央

町
小
学
校
陸
上
記
録
会（
主
催
＝
吉
備
中
央
町
教
育
研
修
所
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
９
小
学
校
の
５
、６
年
生
児
童
１
６
９

人
が
参
加
し
、
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走
を
は
じ
め
、
１
０
０
㍍
走

や
走
り
幅
跳
び
な
ど
の
競
技
で
自
己
記
録
の
更
新
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
児
童
た
ち
は
、
同
級
生
や
先
生
、
保
護

者
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
種
目
の
一
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
走
】

　

５
年
女
子　

山や
ま

口ぐ
ち　

奈な

桜お

（
津
賀
）　

12
秒
４

　

５
年
男
子　

小お

倉ぐ
ら　

優ひ
ろ

嬉き

（
大
和
）　

11
秒
０［
大
会
新
］

　

６
年
女
子　

西に
し

谷た
に　

麻ま

衣い

（
吉
川
）　

12
秒
０

　

６
年
男
子　

古こ

好よ
し　

優ゆ
う

正せ
い

（
豊
野
）　

10
秒
８

【
１
０
０
㍍
走
】

　

５
年
女
子　

山や
ま

口ぐ
ち　

奈な

桜お

（
津
賀
）　

16
秒
４

　

５
年
男
子　

三み

島し
ま　

大だ
い

輝き

（
豊
野
）　

15
秒
３

　

６
年
女
子　

西に
し

谷た
に　

麻ま

衣い

（
吉
川
）　

16
秒
１

　

６
年
男
子　

古こ

好よ
し　

優ゆ
う

正せ
い

（
豊
野
）　

14
秒
８

【
走
り
高
跳
び
】

　

５
年
女
子　

山や
ま

名な

す
み
れ
（
円
城
）　

１
㍍
05

　

５
年
男
子　

小お

倉ぐ
ら　

優ひ
ろ

嬉き

（
大
和
）　

１
㍍
18

　

６
年
女
子　

早は
や

川か
わ　

里り

奈な

（
上
竹
荘
）　

１
㍍
10

　

６
年
男
子　

古こ

好よ
し　

優ゆ
う

正せ
い

（
豊
野
）　

１
㍍
30

【
走
り
幅
跳
び
】

　

５
年
女
子　

野の

瀬せ　

羽う

未み

（
上
竹
荘
）�

３
㍍
33［
大
会
新
］

　

５
年
男
子　

桑く
わ

村む
ら　

太た
い

陽よ
う

（
吉
備
高
原
）　

3
㍍
68

　

６
年
女
子　

西に
し

谷た
に　

麻ま

衣い

（
吉
川
）　

3
㍍
15

　

６
年
男
子　

藤ふ
じ

森も
り　

登と

輝き

（
豊
野
）　

３
㍍
89

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

　

５
年
女
子　

畠は
た

木き

か
ん
な
（
豊
野
）　

44
㍍
80
［
大
会
新
］

　

５
年
男
子　

片か
た

山や
ま　

大た
い

成せ
い

（
大
和
）　

43
㍍
10

　

６
年
女
子　

見み

尾お　

來ら
い

夢む

（
円
城
）　

40
㍍
90

　

６
年
男
子　

堀ほ
り　

　

琢た
く

磨ま

（
大
和
）　

52
㍍
50

【
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

　

女
子

　
　

坂さ
か

井い

ひ
か
る
・
難な
ん

波ば

紗さ

代よ

・
西に
し

谷た
に

麻ま

衣い

・
山や
ま

本も
と

茉ま

生お

　
　
（
吉
川
）　

1
分
05
秒
9

　

男
子

　
　

三み

島し
ま

大だ
い

輝き

・
髙た
か

谷や

流り
ゅ
う

晟せ
い

・
藤ふ
じ

森も
り

登と

輝き

・
古こ

好よ
し

優ゆ
う

正せ
い

　
　
（
豊
野
）　

1
分
01
秒
0

（
敬
称
略
、（
新
）
は
新
記
録
）
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「
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
歯・口
の
健

康
づ
く
り
推
進
事
業
」研
究
発
表
会

　

11
月
７
日
、御
北
小
学
校
で
「
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
歯
・

口
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
」
研
究
発
表
会
（
主
催
＝
御
北

小
学
校
）
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
小
、
中
学
校
の
養
護
教
諭

や
一
般
行
政
職
員
な
ど
約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
口
腔
保
健
に
関
す
る
理
解
や
認
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
同
校
が
一
般
社
団
法
人
日
本
学
校
歯
科
医
会

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
平
成
25
年
か
ら
２
年
間
に
わ
た
っ
て
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　

同
校
で
は
「
自
分
の
体
に
関
心
を
も
ち
、
進
ん
で
健
康
な

生
活
を
送
る
児
童
の
育
成
」
―
口
は
「
生
き
る
」
の
入
り
口

―
を
研
究
主
題
に
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
。
公
開
授
業
で

は
、
全
学
級
に
お
い
て
歯
科
医
や
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
委
員

な
ど
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招
き
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
行
わ
れ
た
全
体
会
で
は
、
同
校
の
菅す

が

野の

秀ひ
で

昭あ
き

教

諭
、
河こ

う

本も
と

君き
み

子こ

養
護
教
諭
に
よ
る
研
究
発
表
と
岡
山
大
学
病

院
小
児
歯
科
長
仲な

か

野の

道み
ち

代よ

先
生
に
よ
る
「
子
ど
も
の
歯
・
口

の
健
康
」
～
学
校
現
場
で
で
き
る
こ
と
～
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in
き
び
ち
ゅ
う
お
う

第
16
回
じ
ね
ん
じ
ょ
祭
り

第
11
回
ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表
会

　

11
月
８
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ

う
総
合
会
館
で
「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
in
き
び
ち
ゅ
う
お
う
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
幅
広
い

自
衛
隊
の
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
音
楽
を
通
じ
て
、
地
域
の

活
性
化
や
芸
術
文
化
の
振
興
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

６
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
よ
る

第
1
部
の
演
奏
で
は
「
わ
ら
べ
う
た
」
な
ど
の
日
本
民
謡
を

は
じ
め
、
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
な
ど
、
計

９
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
賀
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
合
同
で
行
わ
れ
た
第
２

部
で
は「Let  It  Go

」「
シ
ン
グ 

シ
ン
グ 

シ
ン
グ
」な
ど
、

計
４
曲
が
披
露
さ
れ
、
こ
の
日
訪
れ
た
観
客
は
、
迫
力
の
演

奏
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
ロ
マ
ン
高
原

か
よ
う
総
合
会
館
で
、
第
11

回
ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表
会

（
主
催
＝
ふ
れ
あ
い
芸
能
発

表
会
実
行
委
員
会
）
が
開
催

さ
れ
、
本
町
を
は
じ
め
、
岡

山
市
、
倉
敷
市
、
高
梁
市
な

ど
か
ら
１
０
０
組
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
芸
能
に

関
す
る
サ
ー
ク
ル
活
動
、
趣

味
活
動
を
楽
し
ん
で
い
る
団
体
に
発
表
の
場
を
設
け
、
喜
び

や
生
き
が
い
を
感
じ
て
も
ら
い
、芸
能
文
化
活
動
の
振
興
や
、

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
す
る
と
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
は
、

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
吉
備
高
原
都

市
セ
ン
タ
ー
区
さ
ん
さ
ん
広

場
で
、
第
16
回
じ
ね
ん
じ
ょ

祭
り
（
主
催
＝
じ
ね
ん
じ
ょ

祭
り
実
行
委
員
会
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
産
者
が
丹
精

込
め
て
作
っ
た
吉
備
中
央
町

産
の
自
然
薯
約
１
，０
０
０

本
を
市
価
の
２
割
引
き
で
販

売
。
10
時
の
祭
り
開
始
と
と

も
に
、
訪
れ
た
多
く
の
家
族

連
れ
が
自
然
薯
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
然
薯
を
使
っ
た
と
ろ
ろ
め
し
や
と
ろ
ろ
う
ど
ん
、

自
然
薯
入
り
の
お
好
み
焼
き
、
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
模
擬
店
も

並
び
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
来
場
者
は
吉
備
高
原
の
秋

の
味
覚
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

税
に
関
す
る
習
字
と

�

絵
は
が
き
の
表
彰
式

　

11
月
13
日
、
下
竹
荘
公
民
館
で
、
税
に
関
す
る
習
字
と
絵

は
が
き
の
作
品
表
彰
式
（
主
催
＝
吉
備
中
央
町
租
税
教
育
推

進
協
議
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
税
に
関
す
る
意
義
や
役
割
な
ど
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
町
内
10
小
学
校
の
３
～
６
年
生
児
童
か
ら
習
字
２
９
０
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
の
賛
助
会
員
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
岡

山
西
法
人
会
が
、
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
募
集
を
行
っ
た

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
町
内
８
小
学
校

の
6
年
生
児
童
か
ら
80
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
特
別
賞
に
習
字
８
点
、
絵
は
が
き
１
点
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

［税に関する小学生の習字］
　【課題】３学年…ぜい　４学年…申告　５学年…税金　６学年…財政
●吉備中央町租税教育推進協議会　会長賞　　豊野小学校　　６年　文

ぶん
谷
や
　あさひ

●吉備中央町教育委員会　　　　教育長賞　　上竹荘小学校　５年　野
の
瀬
せ
　羽

う
未
み

●岡山西税務署　　　　　　　　　署長賞　　上竹荘小学校　６年　梅
うめ
津
づ
　綾
あや
菜
な

●中国税理士会岡山西支部　　　支部長賞　　円城小学校　　５年　後
ご
藤
とう
　芽

め
生
い

●岡山西納税貯蓄組合連合会　　　会長賞　　大和小学校　　４年　坂
さか
井
い
　亜

あ
友
ゆ
菜
な

●岡山西青色申告会　　　　　　　会長賞　　大和小学校　　４年　西
にし
　　彩

あや
那
な

●公益社団法人岡山西法人会　　　会長賞　　津賀小学校　　３年　河
こう
本
もと
　実

み
子
こ

●岡山西間税会　　　　　　　　　会長賞　　御北小学校　　３年　橋
はし
本
もと
　　葵

あおい

［税に関する絵はがきコンクール　特別賞］
●社団法人岡山西法人会　　　女性部長賞　　大和小学校　　６年　難

なん
波
ば
　　茜

あかね
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消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

１
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成27年１月22日（木）
午前９時～正午

会場 上竹荘公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談
内容 行政相談・福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
27
年
１
月
６
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
27
年
１
月
20
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
27
年
１
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

�

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
27
年
２
月
１
日

現
在
で
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村

は
も
ち
ろ
ん
各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用

で
き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を
得
る
た
め
の

調
査
で
す
。

　

全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
『
農

林
業
の
国
勢
調
査
』
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。

　

皆
さ
ま
の
お
宅
や
会
社
等
に
調
査
員
が
調

査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

�

農
林
水
産
省
・
岡
山
県
・
吉
備
中
央
町

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

　
水
道
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

○
寒
さ
は
水
道
の
天
敵
で
す
！

　

�　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
の
厳
し
い

寒
さ
に
な
る
と
、
水
道
の
凍
結
事
故
が
急

に
多
く
な
り
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
水

道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
保
温
！

　

�　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
を
保
温
し
て
く

だ
さ
い
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
保
温
材
、

布
な
ど
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
へ
入
れ

て
お
く
と
凍
結
防
止
に
な
り
ま
す
。

　

�　

た
だ
し
、
布
な
ど
の
保
温
材
が
濡
れ
な

い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
た
上

で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
へ
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
！

　

�　

水
道
料
金
算
定
の
基
礎
と
な
る
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
正
確
に
行
え
る
よ

う
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。（
土
・
泥
・
水
の
排
除
、

汚
れ
の
除
去
、凍
結
防
止
、ま
た
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
車
を

駐
車
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

水
道
課　

上
水
道
班
（
吉
川
４
３
８
２
）

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
３
４

冬
到
来
！
水
道
の
凍
結
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

メーター保温材または、発泡スチロール
を親指大にちぎって袋などに入れる。

メーター 止水栓

平成26年度  中山間地域等直接支払交付金事業の実施状況について
　集落で協定を締結し、共同で農用地や農業施設の維持管理をする集落協定、または、認定農業者等が利用権設定や農作
業の受委託により農用地の維持管理に取り組む個別協定による中山間地域等直接支払制度事業の平成26年度の実施状況
がまとまりましたので、中山間地域等直接支払交付金実施要領の規定によりお知らせします。

（注）数字は、平成26年11月1日現在のものです。

協 定 数

集落協定　203協定　　計　212協定個別協定　 9協定

取組内容別
　基礎単価：41協定、　体制整備単価　171協定

　�　基礎単価とは、集落等で協力して農業生産活動を継続実施する協定です。
　�　体制整備単価とは、農業生産活動に加え、農業生産活動等の体制整備に向けた
取り組みを実施する協定です。

参 加 農 業 者 等 組織等　2,788人（延べ）
㊟ 個別協定は１組織としています。

協定締結面積および
交 付 金 対 象 面 積

協定締結面積　　　18,697,904㎡
交付金対象面積　　18,697,904㎡

加 算 措 置 へ の
取 り 組 み

規模拡大加算　　　　　　８協定
土地利用調整加算　　　　２協定
法人設立加算　　　　　　２協定

交 付 金 の 総 額 294,949,876円

1
2
3

【お問い合わせ先】　農林課　農業振興班　☎０８６６－５４－１３１８

【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　☎０８６６－５４－１３１６

住民票に「方書（かたがき）」を記載します
　平成27年１月５日から、アパートなどの集合住宅に住んでいる方の住民票等に、方書（アパート名・居
室番号）を記載します。

【対象者】
　　吉備中央町に住所のある方で、アパートなどの集合住宅に居住している方。
【手続き方法】
　�　方書の記載には世帯主からの申出が必要となります。対象となる集合住宅等にお住まいの世帯主の方は
住民課、加茂川総合事務所、各支所、出張所で方書記載の手続きを行ってください。
【持参するもの】
　・印鑑
　・本人確認書類（運転免許証、住民基本台帳カード、各種医療保険被保険者証、在留カードなど）
　・住民基本台帳カード（持っている方は手続きできる窓口が限られますので、事前にご連絡ください）
　※代理の方（同一世帯員でない場合）は委任状が必要となります。

「方書（かたがき）」とは……
　アパートやマンションなどの集合住宅の建物名、居室番号などが該当します。

【方書記載の例】
　　（現　在）　吉備中央町豊野１番地２
　　　　　　　　　　　↓
　　（記載後）　吉備中央町豊野１番地２　△△アパート□□号室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　の部分が新たに方書として住民票に記載されます。

保温材

水
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１．町民税・県民税の住宅借入金等特別控除の延長拡充
　町民税・県民税の住宅借入金等特別控除について、適用期限が４年間（平成26年１月１日から
平成29年12月31日）延長され、さらに平成26年４月以降に居住を開始した場合の控除限度額が
136,500円に引き上げられます。

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

※�町民税・県民税の住宅借入金等特別控除は所得税額から控除しきれない場合に、限度額以下の範
囲で控除を受けることができます。
※�平成26年４月１日から平成29年12月31日までの控除限度額は、住宅の取得対価の額または費用の
額に含まれる消費税等の税率が、８％または10％である場合に限られ、それ以外の場合における
控除限度額は現行と同様です。

２．上場株式等に係る譲渡所得及び配当所得等に対する軽減税率の廃止
　上場株式等の配当および譲渡所得等に係る軽減税率（所得税７％、町県民税３％）が平成25年12
月31日をもって廃止され、平成26年１月１日以後は、本則税率（所得税15％、町県民税５％）が適
用されます。
１）上場株式等を譲渡した場合の株式等に係る譲渡所得等の課税の特例に関する特例措置の廃止
●上場株式等の譲渡所得等に係る税率

２）上場株式等の配当等に係る軽減税率の特例措置の廃止
●上場株式等の配当等に係る税率

平成27年度から適用される
個人町民税・県民税（個人住民税）の税制改正について

居住年月日 控除限度額
改正前 現行～平成25年12月31日 所得税の課税総所得金額等×５％（最高97,500円）

改正後
平成26年１月１日～平成26年３月31日 所得税の課税総所得金額等×５％（最高97,500円）
平成26年４月１日～平成29年12月31日 所得税の課税総所得金額等×７％（最高136,500円）

区　分 改正前
平成21年分～平成25年分まで

改正後
平成26年分から

金融商品取引業者等
を通じた売却等

３％（町民税1.8％県民税1.2％）
※所得税７％

５％（町民税３％県民税２％）
※所得税15％

上記以外 ５％（町県民税３％県民税２％）
※所得税15％

改正前
平成21年分～平成25年分まで

改正後
平成26年分から

３％（町民税1.8％県民税1.2％）
※所得税７％

５％（町民税３％県民税２％）
※所得税15％

　※�所得税においては、平成25年分から平成49年分まで、基準所得税額に2.1％の税率を乗じて計
算した復興特別所得税を納付することとなります。

３�．非課税口座内の少額上場株式等に係る配当所得および譲渡所得等の非課税措置（いわゆ
るNISA）の創設

　20歳以上（口座開設の年の１月１日現在）の居住者等を対象として、平成26年から平成35年まで
の各年に、年間100万円を上限として非課税口座で取得した上場株式等の配当等やその上場株式等
を売却したことにより生じた譲渡益が、非課税管理勘定が設けられた日の属する年の１月１日から
最長５年間非課税となります。

平成27年２月３日㈫
受付時間　８：30～10：00

ロマン高原かよう総合会館

今年度の健診をまだ受けていない、75歳未満の方
で次の表のとおり。

日　時

会　場

対象者

内容等

申し込み

お申し込み･お問い合わせ先

健　診　名 対　象　者 定　員 料　　金

特定健康診査 国民健康保険加入者で
40～74歳の方 50人 1,500円

前立腺がん検診 50～74歳の男性 80人 400円

肝炎ウイルス検査
40～74歳の方でこれま
でに肝炎検査を受けた
ことがない方

80人 700円

胃がん検診（Ｘ線検査） 40～74歳の方 40人 1,000円

乳がん
検　診

視触診 30～74歳の女性 60人 300円
マンモグラフィ 40～74歳の女性 40人 1,200円

子宮頸がん検診 20～74歳の女性 80人 1,300円
＊いずれの健診も単独で受診することができます（ただし、マンモグラフィは除く）。

◦予約制となります。
◦予約締切：平成27年１月16日㈮
　　　　　　電話…土、日、祝祭日を除く午前９時～午後５時
　　　　　　FAX…平成27年１月16日㈮　午後５時到着分まで
◦必要事項：住所、氏名、生年月日、連絡先、受診を希望する健診名
◦申込受付後に受診票等をお送りします。
◦定員になり次第、締め切りとさせていただきます。

保健課　地域保健班
☎0866－54－1326　 　0866－54－1306FAX

働く世代を中心に、健診を実施します！
－75歳未満で、今年度の健診未受診者対象－

そうだ !
健診に行こう !！

　生活習慣病予防のために、年に１度の健康チェックをしましょう。
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《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生
》�

黒
瀬
　
嘉
子
選
（
投
句
者
93
名
）

「
三
光
」

　

人　
コ
ン
ビ
ニ
の
べ
ん
と
う
よ
り
も
母
の
あ
じ�

藤
澤　

愛
梨

　

地　
母
さ
ん
の
作
る
弁
当
世
界
一�

菅
野　

朱
音

　

天　
母
さ
ん
の
ま
ご
こ
ろ
こ
め
た
お
弁
当�

禰
元
慎
之
助

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生
》�

黒
瀬
　
嘉
子
選
（
投
句
者
210
名
）

「
三
光
」

　

人　
駅
弁
に
旅
の
思
い
出
詰
め
込
ん
で�

河
野　

凜
太

　

地　
弁
当
へ
た
っ
ぷ
り
こ
め
た
母
の
愛�

石
田　

萌
乃

　

天　
弁
当
で
深
ま
る
絆
家
族
愛�

高
松　

志
帆

《
一
般
の
部
》�

平
山
　
三
鶴
選
（
投
句
者
25
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
に
出
来
ぬ
弁
当
母
の
味�

大
月　

厚
子

　
　
　

愛
あ
れ
ば
美
味
し
い
弁
当
妻
の
味�

江
田　

久
恵

　
　
　

弁
当
を
開
け
れ
ば
母
の
笑
顔
あ
り�

浅
田　

君
子

　
　
　

退
職
し
弁
当
箱
も
職
さ
が
し�

松
田
恵
美
子

　
　
　

弁
当
を
皆
で
囲
み
Ｖ
サ
イ
ン�

小
川
美
江
子

「
三
光
」

　

人　
労
い
の
味
噛
み
締
め
る
お
弁
当�

平
井　

綾
子

　

地　
弁
当
に
母
の
ハ
ー
ト
が
天
こ
盛
り�

黒
瀬　

嘉
子

　

天　
愛
妻
弁
当
ス
キ
と
黒
胡
麻
ふ
っ
て
あ
る�

宮
脇　

和
恵

＊１月の課題は「電話」、２月の課題は「待つ」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。
　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

深
み
ゆ
く
秋
冷
の
夜
半
古
里
の
炬
燵
恋
し
く
毛
布
引
き
寄
す�

土
居　

於
栄

霜
月
の
谷
あ
い
の
水
は
澄
み
わ
た
り
音
さ
や
か
に
ぞ
流
れ
落
つ
な
り�

土
居　

照
代

秋
半
ば
冷
気
は
心
に
流
れ
込
む
マ
フ
ラ
ー
編
む
手
も
寒
さ
を
か
み
し
め�

小
谷　

仁
美

離
れ
住
む
息
子
も
一
人
と
当
て
に
さ
れ
吉
川
八
幡
宮
の
祭
り
が
に
ぎ
は
ふ�

難
波　

良
子

同
世
代
会
え
ば
話
の
通
じ
合
い
老
を
語
り
て
笑
う
ひ
と
と
き�

山
本　

豊
子

か
ぶ
蒔
き
し
辺
り
に
一
筋
緑
の
葉
優
し
い
色
に
心
満
た
さ
る�

河
内　

晶
子

う
す
暗
き
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
に
照
ら
さ
れ
て
座
禅
組
み
た
り
寒
さ
こ
ら
え
て�

国
只
由
紀
子

米
つ
く
り
続
け
ら
れ
た
る
田
に
感
謝
田
ひ
き
草
刈
り
今
年
も
暮
れ
る�

中
山　

文
恵

放
送
川
柳
　
平
成
26
年
11
月
秀
句
　
題
「
弁
当
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

吉
川
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
０
２
０

◎
生
き
活
き
笑
い
文
字
セ
ミ
ナ
ー

　

笑
い
文
字
と
は
、
書
く
人
が
笑
顔
に
な
れ

て
、
見
た
人
も
笑
顔
に
な
れ
る
、
文
字
を
絵

に
デ
ザ
イ
ン
す
る
書
画
で
す
。
感
謝
や
喜
び

の
瞬
間
を
文
字
に
し
て
、
大
切
な
人
に
お
渡

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

■
日
時
・
場
所

　
　

①
平
成
27
年
１
月
19
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

②
平
成
27
年
１
月
19
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　

豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　
　

③
平
成
27
年
１
月
30
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　

新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　

■
材
料
代
／
５
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／�

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

　

■
定
員
／
20
名

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

納
地
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
１

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－
０
１
９
４

◎
料
理
教
室

　

■
日
時
／
平
成
27
年
２
月
１
日
㈰

　

■
会
場
／�

公
民
館
ヘ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
ハ
ウ
ス

　

■
参
加
費
／
無
料

　

■
持
参
品
／
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
等

◎
１
日
賀
陽
荘

　

賀
陽
荘
の
現
状
と
介
護
保
険
の
改
正
の
お

話
や
職
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
体
操

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

■
日
時
／
平
成
27
年
１
月
15
日
㈭

　

■
会
場
／
豊
野
公
民
館

　

■
参
加
費
／
無
料

◎
な
か
よ
し
ク
ッ
キ
ン
グ

　

牛
乳
や
卵
を
使
わ
な
い
お
菓
子
作
り
と

ハ
ー
ブ
テ
ィ

　

■
日
時
／
平
成
27
年
１
月
28
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

■
会
場
／
吉
川
公
民
館

　

■
参
加
費
／
５
０
０
円

　

■
持
参
品
／
三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん

　

■
申
込
締
切
／
平
成
27
年
１
月
14
日
㈬

新成人の皆さんへ

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考え
で作られた仕組みです。日本国内に居住している20歳から60歳までのすべての方が、国民年金の被
保険者となります。20歳になったら、すでに厚生年金や共済年金に加入されている方（第２号被保
険者）とその配偶者（第３号被保険者）を除き、国民年金第１号被保険者の加入手続きをすること
が必要です。

　国民年金のポイント
■将来の大きな支えになります
　�　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されま
す。
■老後のためだけのものではありません
　�　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、そ
の加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある妻」や「子」）が受け取れます。

　
国民年金加入手続きと、その後の流れ
①「国民年金資格取得届」を提出してください。
　�　20歳の誕生日前に年金機構からお送りする「国民年金資格取得届」に必要事項を記入し、役場
または年金事務所に提出してください。
②「年金手帳」が届きます。
　　保険料納付の確認や、将来年金を受け取る際に必要です。大切に保管してください。
③「国民年金保険料納付書」が届きます。
　�　金融機関、コンビニエンスストアなどで保険料を納めてください。また、口座振替やクレジッ
ト納付も可能です。

　
「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
■「学生納付特例制度」
　�　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。
　�　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する
方です。
■「若年者納付猶予制度」
　�　学生でない30歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年
金額には反映されません。しかし、収入を得られるようになり、保険料の納付が可能になった時に
「追納制度」をご利用いただけば、将来受け取る年金を増額することができます。

【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　☎０８６６－５４－１３１６
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Ⅰ
♥
岡
山
空
港
×
岡
南
飛
行
場

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
岡
山
空
港

�

旅
行
券
を
当
て
よ
う
！
～

相
続
税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

後
楽
園
初
春
祭

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

�

注
意
し
ま
し
ょ
う
　

吉
備
高
原
都
市
の
住
区

分
譲
中
！

公
共
交
通
機
関
を

�

利
用
し
ま
し
ょ
う
　

　
「
I
♥
岡
山
空
港
×
岡
南
飛
行
場
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
両
施
設
を
巡
っ
て
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
い
た
だ
く
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
岡
山
空
港
と
岡
南
飛

行
場
を
ご
利
用
・
ご
見
学
い
た
だ
き
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
対
象
期
間
】

　

平
成
27
年
２
月
22
日
㈰
ま
で

【
対
象
施
設
】
岡
山
空
港
、
岡
南
飛
行
場

【
賞
品
】

　

①
そ
の
場
で
も
ら
え
る
！

　
　

・
ス
タ
ン
プ
３
個

　
　
“okayam

a airport

”
缶
バ
ッ
ジ
１
個

　
　

・
ス
タ
ン
プ
５
個

【
主
な
改
正
点
】

○ 

遺
産
に
係
る
基
礎
控
除
額
の
引
き
下
げ

　

３
，０
０
０
万
円

　
　

＋（
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
）

○ 

相
続
税
の
税
率
構
造
の
見
直
し

　
　

最
高
税
率
の
引
上
げ
な
ど

　

岡
山
後
楽
園
の
年
始
め
の
行
事
、
後
楽
園

初
春
祭
。
１
月
１
日
と
３
日
に
は
江
戸
時
代

か
ら
瑞
鳥
（
お
め
で
た
い
鳥
）
と
し
て
大
切

に
飼
わ
れ
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
庭
に
出

し
、タ
ン
チ
ョ
ウ
の
園
内
散
策
を
行
い
ま
す
。

　

国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
お
め
で

た
い
こ
と
の
兆
し
と
も
い
わ
れ
る
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
優
美
な
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
天
候
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
体
調
な
ど
に
よ
り

変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

　

ま
た
延
養
亭
で
は
平
成
27
年
１
月
１
日
に

「
新
岡
山
三
曲
研
究
会
」
に
よ
る
琴
や
尺
八

の
演
奏
、
そ
し
て
３
日
に
は
翔
茶
の
湯
の
会

　

岡
山
県
で
は
、

人
と
人
、
人
と
自

然
の
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
ま
ち
「
吉
備

高
原
都
市
の
住

区
」
を
分
譲
し
て

い
ま
す
。

　

全
区
画
90
坪

以
上
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
敷
地
で
、
分
譲
価
格
は
１
区
画

３
０
０
万
円
台
か
ら
で
す
。

　

電
線
類
を
地
中
埋
設
し
た
東
西
住
区
は
電

柱
の
な
い
す
っ
き
り
と
し
た
ま
ち
並
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
地
を
お
探
し
の
方
、
ぜ
ひ
一
度
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

◆
所
在
地
／
吉
備
中
央
町

◆
区
画
数
／
約
３
０
０
区
画

◆
土
地
面
積

　

３
０
１
．８
４
㎡
（
91
．３
坪
）

　
　

～
１
，０
２
７
．５
７
㎡（
３
１
０
．８
坪
）

◆
最
多
価
格
帯
／
４
０
０
万
円
台

◆
坪
単
価
／
平
均
約
3.8
万
円

　

住
宅
用
地
を
お
探
し
の
方
は
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

http://www.pref.okayama.jp/page/detail-74110.html

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

中
山
間
・
地
域
振
興
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
６
８

　

鉄
道
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
は
、

マ
イ
カ
ー
と
比
べ
１
人
当
た
り
の
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
が
少
な
い
な
ど
環
境
に
や
さ
し

い
乗
り
物
で
す
。
皆
さ
ん
が
マ
イ
カ
ー
利
用

を
控
え
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
が
緩
和

さ
れ
、
交
通
事
故
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

マ
イ
カ
ー
な
し
で
は
不
便
な
方
に
は
、
駅

や
バ
ス
停
近
く
の
駐
車
場
で
マ
イ
カ
ー
か
ら

鉄
道
や
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
南
側
に
大
型
商
業
施

設
の
開
業
に
よ
り
、
岡
山
市
中
心
部
で
は
、

深
刻
な
交
通
渋
滞
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

お
知
ら
せ

催　

し

お知らせ
INFORMATION～～
町以外からのお知らせ

　
　
“
み
ん
な
の
岡
山
空
港
”
缶
バ
ッ
ジ
４
個
セ
ッ
ト

　

②
抽
選
で
当
た
る
！

　
　

・
ス
タ
ン
プ
３
個

　
　
　

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
空
港
コ
ラ
ボ

　
　
　

Ｔ
シ
ャ
ツ　

30
人

　
　

・
ス
タ
ン
プ
５
個

　
　
　

モ
デ
ル
プ
レ
ー
ン　

16
人

　
　
　

岡
山
空
港
旅
行
券

　
　
　
　
　

３
０
，０
０
０
円　

10
人

　
　
　

岡
山
空
港
旅
行
券

　
　
　
　
　

１
０
０
，０
０
０
円　

１
人

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　
�http://w

w
w
.okayam

a-airport.org/
topics/okaapst.htm

l
※
岡
山
空
港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

航
空
企
画
推
進
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
９
２

に
よ
る「
は
つ
は
る
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

平
成
27
年
１
月
１
日（
木
・
祝
）～
３
日
㈯

【
開
園
時
間
】

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

　

※
入
園
は
午
後
４
時
45
分
ま
で

【
入
園
料
】

　

大
人
…
４
０
０
円
、

　
小
中
学
生
・
シ
ニ
ア（
65
歳
以
上
）…
１
４
０
円

　

※
元
日
は
終
日
入
園
料
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
後
楽
園

�

☎
０
８
６

－

２
７
２

－

１
１
４
８

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
特
に
「
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
」
が
発
生
し
や
す
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
力
は
非
常
に
強
く
、
大
規
模
な
食
中
毒
な

ど
集
団
発
生
を
起
こ
し
や
す
い
の
が
特
徴

で
、
県
内
で
も
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な
ど
を
介

し
て
感
染
し
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど

を
起
こ
し
ま
す
。
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
は

健
康
な
成
人
よ
り
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
、
重
篤
化
し
や
す
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

予
防
で
最
も
重
要
な
の
は
「
手
洗
い
」
で

す
。
ト
イ
レ
の
後
や
調
理
前
、
食
事
前
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
生
野
菜
を
扱
う
前
な
ど
調
理

中
も
こ
ま
め
に
、
そ
し
て
丁
寧
に
洗
い
ま

し
ょ
う
。

　

加
熱
が
必
要
な
食
品
は
、
中
心
部
ま
で

し
っ
か
り
加
熱（
85
℃
～
90
℃
で
90
秒
以
上
）

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
調
理
後
は
、
ま
な

板
、
包
丁
な
ど
の
調
理
器
具
や
食
器
、
ふ
き

ん
な
ど
は
し
っ
か
り
と
洗
い
、
熱
湯
や
塩
素

系
漂
白
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
方
法
を
普
段
か
ら
心
掛

け
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

生
活
衛
生
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
３
８

ら
、岡
山
市
中
心
部
へ
お
出
掛
け
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ�

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

県
民
生
活
交
通
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
９
１

増えています！高齢者の交通事故

【お問い合わせ先】　岡山北警察署　交通課　☎０８６ー７２４ー０１１０

　岡山県内では高齢者の交通死亡事故が多発しています。
　交通事故の原因は、運転者による前方不注視であることから、しっかりと前方を見て、運転をしてく
ださい。
　また、夜間における自転車・歩行者被害の死亡事故も発生しています。夜間の外出はなるべく控え、
交通事故の被害に遭わないように気を付けてください。

　昨年11～12月に発生した高齢者が亡くなる事故（６件）の全てが夜間に発生しました。
　日が暮れてからは、なるべく外出を控えるようにしましょう。
　やむを得ず外出される際は、夜光反射材やＬＥＤライトを活用しましょう。

次の行動に心当たりはありませんか？

これらは事故につながる危険な行為です。絶対にやめましょう！！

死亡事故は全て夜間に！

【相続税の税率構造】
各法定相続人の取得金額 税率 控除額

～1,000万円以下 10% 0円
1,000万円超～3,000万円以下 15% 50万円
3,000万円超～5,000万円以下 20% 200万円
5,000万円超～１億円以下 30% 700万円
１億円超～２億円以下 40% 1,700万円
２億円超～３億円以下 45% 2,700万円
３億円超～６億円以下 50% 4,200万円
６億円超～ 55% 7,200万円
ホームページ：http://www.nta.go.jp
詳しくは国税庁で検索
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

１月号

出会いの
号

扉
2015年 １月の休館日

１日～５日
12日　18日
19日　26日

＜一般書＞　�
　「旅人の目のあるうちに
見ておかん 朝ごと変わる
海の青あお」。歌人・俵万
智が、震災をきっかけに、
親子で石垣島に移り住んで
からの日々を綴ったエッセ
イ。何もかもが新鮮な島で
の暮らしや、島の人たちに
見守られながら、豊かな自
然の中でたくましく成長し
ていく息子の姿を描く。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜児童書＞　�
　友達もいない、大好きな
海もない町に引っ越してき
たまりは、毎日さびしく過
ごしています。そんなある
日、偶然通りかかった家で

「わたしちゃん」という変
わった名前の女の子に出会
います。仲良くなった２人
でしたが、次の日また遊び
に行ってみると、わたし
ちゃんはどこにもいなく 
て…？�（かもがわ図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

おへんじください。 山脇恭／偕成社 か

まよなかのゆきだるま 森洋子／福音館書店 か

クリムのしろいキャンバス イヒョンジュ／福音館書店 ロ

ミッフィーのたべものなあに ディック・ブルーナ／講談社 ロ

児　

童　

書

ルルとララのコットンのマカロン あんびるやすこ／岩崎書店 か

戦国人物伝 真田幸村 加来耕三／ポプラ社 か

かがみのなか 恩田陸／岩崎書店 ロ

ジュニア空想科学読本 柳田理科雄／KADOKAWA ロ

一
般
実
用
書

「いのち」が喜ぶ生き方 矢作直樹／青春出版社 か

クックパッドの大人気おかず108 扶桑社 か

ちいさな城下町 安西水丸／文藝春秋 ロ

入門 ウイスキー 土屋守／宝島社 ロ

一
般
読
み
物

酒田さ行くさげ 宇江佐真理／実業之日本社 か

野望の憑依者 伊東潤／徳間書店 か

フォルトゥナの瞳 百田尚樹／新潮社 ロ

物語のおわり 湊かなえ／朝日新聞出版 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
１月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　 8日（木）かもがわ図書館
　　　22日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　17日（土）かもがわ図書館

出 演 おはなしやさん
『旅の人、島の人』
俵万智／著　河出書房新社

『わたしちゃん』
石井睦美／作
平澤朋子／絵

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
仁に

澤ざ
わ

　
亜あ

紀き

さ
ん
の
「
私
の
妹
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「私の妹」
下竹荘小学校　５年

仁
に

澤
ざわ

　亜
あ

紀
き
さん

　

私
の
妹
は
、
去
年
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
前
は
、
汐し

お

理り

で
す
。
汐
理
を
入
れ
て
、
四
人
兄
弟
で
す
。
お
兄
ち
ゃ

ん
、
私
、
弟
、
妹
、
私
は
、
妹
が
い
た
ら
い
い
な
あ
と

ず
っ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
本
当
に
妹
が
生
ま
れ
て
、
幸

せ
で
す
。

　

お
ち
ち
や
ミ
ル
ク
だ
け
飲
ん
で
ね
て
る
ば
っ
か
し
て

い
た
汐
理
も
、
も
う
す
ぐ
一
才
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
早
く
生
ま
れ
て
家
族
が
心
配
し
て
た
け
ど
、
す
く
す

く
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
た
汐
理
。
り
に
ゅ
う
食
を
食
べ
る

よ
う
に
な
り
、
お
母
さ
ん
が
一
生
け
ん
め
い
作
っ
た
り

に
ゅ
う
食
を
、
時
々
私
が
汐
理
に
食
べ
さ
せ
ま
す
。
熱

く
な
い
か
た
し
か
め
な
が
ら
、
ス
プ
ー
ン
に
少
し
の
せ

て
、

「
汐
ち
ゃ
ん
、
あ
ー
ん
。」

と
、
ス
プ
ー
ン
を
口
に
運
ぶ
と
、
汐
理
も
あ
ー
ん
と
口

を
開
け
て
食
べ
て
く
れ
ま
す
。そ
の
口
が
か
わ
い
く
て
、

思
わ
ず
お
で
こ
に
チ
ュ
ッ
と
し
て
し
ま
う
私
。

　

日
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
表
情
も
多
く
な
り
、
行
動
も

ふ
え
て
き
た
汐
理
。
体
も
大
き
く
な
る
の
で
、
だ
っ
こ

も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ね
が
え
り
や
ハ
イ
ハ
イ
を
あ

ま
り
し
な
い
ま
ま
、
伝
い
歩
き
を
始
め
た
汐
理
は
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
つ
い
て
い
る
と
き
は
、
こ
け
た
り
し
な

い
の
に
、
大
丈
夫
と
思
っ
て
目
を
は
な
し
た
と
た
ん
、

バ
タ
ン
と
た
お
れ
、

「
エ
ー
ン
、
エ
ー
ン
。」                     

と
、
大
き
な
声
を
出
し
て
泣
き
ま
す
。

「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。
い
た
か
っ
た
な
あ
。
ち
ゃ
ん
と

つ
か
ま
っ
て
な
い
け
ん
。」

と
言
っ
て
や
る
け
ど
、
汐
理
は
分
か
ら
ん
じ
ゃ
ろ
う
と

よ
く
思
い
ま
す
。

  

そ
ん
な
汐
理
も
、
今
で
は
た
お
れ
な
く
な
り
、
し
っ

か
り
と
伝
い
伝
い
、
行
き
た
い
場
所
へ
行
っ
た
り
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
ひ
ざ
を
の
ば
し
た
り
ま
げ
た
り
し
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
が
気
に
入
ら
な
い
と
き
に
は
、
知

ら
ん
顔
を
し
ま
す
。
で
も
、
何
を
し
て
も
ゆ
る
し
て
あ

げ
ら
れ
る
汐
理
。

　

十
一
ヶ
月
に
入
っ
て
、
や
っ
と
ハ
イ
ハ
イ
が
少
し
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
タ
イ

ミ
ン
グ
が
よ
か
っ
た
ら
、
一
歩
二
歩
と
歩
け
ま
す
。
ま

す
ま
す
か
わ
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、

「
ね
え
ね
。」

と
一
番
に
呼
ん
で
も
ら
え
た
ら
、
最
高
に
う
れ
し
い
で

す
。

　

あ
る
日
、
お
母
さ
ん
が
、

「
亜
紀
ち
ゃ
ん
が
、
汐
ち
ゃ
ん
ぐ
ら
い
の
と
き
に
着
て

た
服
と
靴
で
。」

と
言
っ
て
、
ち
っ
ち
ゃ
な
服
と
く
つ
を
持
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。

　

く
つ
下
や
お
も
ち
ゃ
も
あ
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は

大
事
に
と
っ
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
は
び
っ
く

り
し
て
、

「
え
ー
っ
、
こ
れ
、
亜
紀
ち
ゃ
ん
着
と
っ
た
ん
じ
ゃ
。」

と
、
言
い
ま
し
た
。

　

汐
理
が
お
お
き
く
な
っ
た
と
き
、

「
姉
ち
ゃ
ん
も
汐
理
も
使
っ
て
た
ん
だ
よ
。」

っ
て
、
宝
の
箱
か
ら
取
り
出
し
て
、
言
っ
て
や
り
た
い

で
す
。

福
ふ く

福
ふ く

来
こ い

来
こ い

新春初語り H27.1.25㈰

詳しくは、１月号同封のチラシをごらんください。

お
と
な
も
こ
ど
も
も

�

い
ら
っ
し
ゃ
い
！

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

�

ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

�

多
目
的
ホ
ー
ル

一
部
　
ゆ
か
い
な
語
り

　
　
　
め
で
た
い
語
り

　
箏
の
し
ら
べ
で
、

�

和
み
の
ひ
と
と
き
　

　
　
　

二
部
　
ふ
る
さ
と
の
語
り

　
　
　
吉
備
中
央
町
の
民
話

三
部
　
立
石
憲
利
さ
ん
の

　
　
　
語
り

あ り が と う

　「布小物を作ったから飾ってみる？」
「木工細工をやってみたよ！」また「本
の貸出袋として使って！」など、手作り
の素敵なグッズを持ち込んでくださる
方々がいます。図書館は、皆さんのご厚
意に支えられて活動中！

皆さ
んのお気持ちが嬉しい～！！

＜お願い＞
＊�カウンターでお貸ししている本の貸出袋（布バッグ）が少な
くなっています。お持ちの方は、お返しください。



おめ

でとう満1歳
便

古
好　

唯
乃
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

こ
よ
し　

ゆ

の

平成26年１月27日生まれ

笑顔のステキな明るい女の子に
なってね。

菅
野　

綺
心
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

す
が
の
　

き

こ

平成26年１月25日生まれ

皆を笑顔にさせてくれる我が家
のアイドル★
すくすく元気に大きくなってね。

平
上　

幸
奈
ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

ひ
ら
か
み　

さ
ち
な

平成26年１月22日生まれ

元気いっぱいの幸奈の笑顔がみ
んなを幸せにしてくれるね♡
いつも笑顔をありがとう

平　

柊
翔
ち
ゃ
ん
（
北
）

ひ
ら　

し
ゅ
う
と

平成26年１月14日生まれ

ニコニコの柊くんがみんな大好き！
元気に大きくなってね☆
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　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介しています。
情報をお寄せください。（敬称略）
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

　上竹荘小学校６年生

　早
はや

川
かわ

　里
り

奈
な

さん（上竹）
　■第29回岡山ブロック（東部）地区学童陸上運動記録会
　　走り高跳びの部　１位（記録130㎝・大会記録タイ）
　主催：�岡山県教育委員会
　　　　岡山県小学校体育連盟岡山ブロック（東部）体育連盟
　日程：平成26年10月25日（土）
　会場：備前市総合運動公園多目的競技場

　豊野小学校６年生　古
こ

好
よし

　優
ゆう

正
せい

さん（豊野）
　■�第29回岡山ブロック
　　（東部）地区学童陸上運動記録会
　　100m走の部　　１位（13秒30）
　　走り高跳びの部　１位（記録133㎝）
　主催：�岡山県教育委員会
　　　　岡山県小学校体育連盟岡山ブロック（東部）体育連盟
　日程：平成26年10月25日（土）
　会場：備前市総合運動公園多目的競技場
　■�第36回岡山県学童陸上競技大会
　　走り高跳びの部　１位（記録１m40㎝）
　主催：�公益財団法人　岡山県体育協会
　日程：�平成26年11月３日（月）
　会場：�岡山県陸上競技場

＜コメント＞
　町の大会では、練習より跳べなかったので、東部大会では、練習よりももっと高く跳びたいと思って大会
に臨みました。
　当日は少し緊張したけど、会場で走っているうちに慣れてきて、いつもの練習と変わらない気持ちで跳べ
ました。学校の練習より高く跳んで１位になったのでとてもうれしかったです。

＜コメント＞
　各大会の前日は緊張して眠れませんでした。東部地区記録会・岡山県学童陸上競技大会とも昨年に続き今
年で２回目の出場でしたが、今年は６年生なので昨年とはまた違った気持ちで臨めて良い経験ができました。
　100ｍ走ではスタート直前までドキドキしましたが、走り始めたらいつもの気持ちで走ることができまし
た。岡山県学童陸上の高跳びでは、まさか自分が１位になれると思っていなかったので、大変嬉しかったで�
す。
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
、
２
０
１
５
年
、

ひ
つ
じ
年
で
年
男
年
女
を
迎
え
た
町

内
の
４
家
族
の
写
真
で
す
。

　
羊
は
群
れ
を
な
す
こ
と
か
ら
、
家

族
の
安
泰
を
示
し
、
末
永
く
平
和
に

暮
ら
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。

　
今
回
は
12
歳
の
双
子
か
ら
、
36
歳

ご
夫
婦
と
12
歳
に
な
る
お
子
様
、
48

歳
、
84
歳
の
ご
夫
婦
の
方
々
に
登
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
撮
影
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
紙
面
を
お
借
り
し
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
「
広
報

き
び
ち
ゅ
う
お
う
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
正
月
に
な
る
と
「
１
年
の
計
は

元
旦
に
あ
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
元
旦
に
な
る
と
友
人
や

家
族
で
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
初
詣
に

行
っ
た
り
と
の
ん
び
り
と
過
ご
す
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　
今
年
は
少
し
だ
け
で
も
１
年
の
目

標
を
立
て
、
よ
り
よ
い
年
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

石
井

　第17回せんたろう杯
　　　　グラウンド・ゴルフ交歓大会
　11月11日、かもがわ総合スポーツ公園で第
17回せんたろう杯グラウンド・ゴルフ交歓大
会（主催：吉備中央町グラウンド・ゴルフ協会
かもがわ会）が開催されました。
　当日は、町内外の愛好者約470名が参加。土

　大平山ハイキング
　11月16日、大平山ハイキング（主催=吉備中央町観光協会）が開催されました。吉備
中央町最高峰標高697 ｍの大平山山頂を目指すこのハイキングは、賀陽庁舎を出発する片
道約８㎞のコースと中継点からスタートする片道４㎞コースで行われ、223名が参加しま
した。
　参加者は、田園風景や見事に色づいた紅葉を眺めながら、思い思いのペー
スでハイキングを楽しみました。
　山頂付近にある大平山いこいの森では、地元の豊遊会による温かい豚汁や
つきたての餅などが振る舞われ、参加者はおいしそうに味わっていました。

と芝の２コースに分かれ、８ホールを２ラウンドして合計打数を競いました。参
加者はホールインワンを目指して、熱いプレーを繰り広げながら親睦を深めまし
た。

イベント情報

●開催日時　平成27年1月1日（木）
●主　　催　吉備高原新春マラソン大会実行委員会（吉川地域づくりの会）
●開催場所　吉川公民館
●参 加 費　300円（傷害保険料を含みます）
●種　　目　ファミリーコース（２㎞）、３㎞コース、５㎞コース
　　　　　　※各コースとも男女別表彰（１位・２位・３位の方に記念品贈呈）
●お申し込み　当日受付　
　　　　　　※お楽しみ抽選会および全員に参加賞があります。
●お問い合わせ先　吉川公民館　☎0866－56－7020

第33回 吉備高原新春マラソン
正午受付開始・午後1時20分スタート

私たち！ 地域おこし協力隊！！
　はじめまして！西村 翠です！井上 ゆき美です！平成26年10月
より「地域おこし協力隊」として吉備中央町に移住しました。今
月号から、毎月コーナーをいただけるようになったので、少しず
つ情報を発信していきます！今回は、初回のため自己紹介をさせ
ていただきます！

西
にし

村
むら

　翠
みどり

（写真右）

井
いの

上
うえ

 ゆき美
み

（写真左）

■出　身　東京都　　■特　徴　メガネ　　■言　語　日本語、英語、スペイン語
■学　歴　多摩美術大学
■ひと言　�私は、賀陽庁舎の近くに住んでいます。役場の方はもちろん、ご近所の方からもお野菜を頂

いたり、ご飯をいただいたり、町を歩けば声を掛けていただいたり、出会う町民の皆さまに
本当によくしていただいて、大変感謝しております。この場を借りて、心からお礼を申し上
げます。これからもより多くの方々にお会いしていきたいです！どうぞよろしくお願いいた
します！

■出　身　神奈川県�　■特　徴　声が大きい　　■言　語　日本語、英語　　■学　歴　東京農業大学
■ひと言　�訪れるまで全く知らない町でしたが、だいぶ土地にも慣れ、毎日楽しくお仕事させていただ

いております！これは、美しい原風景はもちろん、出会う町民の皆さまが優しくしてくださ
るからだと感じています。本当にありがとうございます。地域おこし協力隊としての仕事は
まだまだこれから。皆さまのお話をききながら、この地域がより良くなるよう、１つ１つ想
いをカタチにしていきたいと思います！どうぞ、よろしくお願いいたします！


